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純行政コストは前年比約35億円の増加
　福祉や教育などの資産形成につながらない人的・
給付的な行政サービスの提供にかかったコスト（人・
物・業務にかかるコストと、補助金など移転支出的な
コストを合わせた総行政コスト）は、約1,726億円と
なり、前年比約77億円の増加となりました。行政
サービス提供の対価である使用料・手数料などの収
益も約403億円と前年比約43億円増加しましたが、
差し引き約1,323億円が１年間にかかった純行政コ
ストとなり、前年比約35億円の増加となりました。

行政コスト計算書

基礎的財政収支は約76億円の黒字を確保
　経常的収支、資本的収支を合計した基礎的財政
収支（プライマリーバランス）は、前年比約17億
円減少したものの約76億円の黒字を確保しまし
た。この基礎的財政収支が黒字でないと、地方
債・企業債などの残高を減らすことができないた
め、財政状況を見る上で重要な指標となります。
　地方債・企業債などの発行収入と元利償還金支
出の収支を表す財務的収支は、地方債・企業債な
どの返済を進めているため、約78億円のマイナ
スとなりました。一方で、当期資金収支は貯金に
当たる基金への積み立てを多く行ったことなどに
より、約２億円のマイナスとなりました。

資金収支計算書

資産価値の低下で純資産が約73億円の目減り
　道路、下水道の整備など、固定資産の形成に一
定の投資をしているものの、これまでに整備した
事業用資産、インフラ
資産の減価償却による
資産価値の低下によ
り、最終的に約73億
円の純資産が減少しま
した。

純資産変動計算書

財務書類４表から見える

※社会インフラ老朽化対策については、津市ホームページの「市長の部屋－定例記者会見（H25.1.8）」で詳しくご覧いただけます。

　貸借対照表から事業用資産約1,830億円、イ
ンフラ資産約6,558億円と多額の資産を有して
いることが分かります。これらのうち、道路や
橋、下水道などの社会インフラは、高度経済成
長期に建設されたものが多く、施設の老朽化が
進み安全性が懸念されるとともに、近い将来維

持管理コストと更新費用が膨大となることが、
財務書類４表からも推測できます。
　このことから、市民の皆さんに長期にわたっ
て安全安心に利用していただけるよう、社会イ
ンフラの長寿命化計画などを策定し、資産規模
と行政コストのバランスを取りながら、計画的
な維持管理・更新に取り組んでいきます。
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人にかかるコスト
人件費、退職給付費用

経常的収入
市税、国庫補助金など

経常的支出
人件費、補助金など

資本的収入
固定資産売却収入など

資本的支出
固定資産形成支出など

財務的収入
公債発行収入など

財務的支出
公債元利償還支出など

財源の調達
市税、補助金など

財源の使途
純経常費用、インフラ資産形成財源措置など

固定資産の減少
財源変動の部

固定資産の増加
固定資産の変動
長期金融資産の変動等

資産形成充当財源変動の部
その他の純資産変動の部
当期変動額合計
当期末残高

物にかかるコスト
維持補修費、減価償却費など
業務にかかるコスト
委託料、公債費利子など
移転支出的なコスト
社会保障給付、補助金など

経常費用（総行政コスト）

勘定科目 22年度 23年度 前年比

勘定科目
期首資金残高

経常的収支

資本的収支
基礎的財政収支

財務的収支
当期資金収支
期末資金残高

22年度 23年度 前年比

勘定科目 22年度 23年度 前年比

使用料・手数料など
経常収益
純経常費用（純行政コスト）

社会インフラ老朽化対策の必要性


